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　近年 ， 米の 自由化要求が強まる中で ，水稲の 低 コ ス ト栽培の 必要性がますます大きくな っ て い る．愛

知県に お い て は 1985年に 水稲早生品種 「月の 光」 が育成され
b
，本年度は本県の 栽培面積の 12．6％ を占

め，本県の 主要品種と して更 に 増加が 見込 まれ て い る．「月の 光」 は強稈，多収で 縞葉枯病抵抗性を有

するため，低 コ ス ト米と して の 期待も大きく，最近で は湛水土壌中直播や湛水散播栽培に も利用 されて

い る．そ こ で ，本試験 に お い て ，「月の 光」 の 施肥反応を各生育形質や窒素吸収 との 関連か ら検討 し，

コ ス ト低減の た あ の合理 的な施肥体系の 確立に役立て よ うと した，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 材料 お よ び 方 法

　本試験は，1987年に安城農業技術セ ン ター内水田 に お い て 実施 した．試験構成は，基肥を窒素成分で

0，4kg／ a と し0．2kg／ a を最高分け つ 期 （出穂前 45日 ） に 追肥 した 追肥区，基肥 に 緩効性 の BBLP140

号 （140日溶出タイプ の 尿素皮覆窒素80％ 含有，N 　14，　P ，O．，16，　K 、 014 ％）を窒素成分で 0，9kg／ a 相

当施用 し，穂肥無施用とした基肥全量緩効区，こ れ に穂肥を施用 した基肥緩効穂肥施用区，無肥料区及

び基肥0．6kg／ a と した比較区の 5 処理区を設置 した， 1 処理 2反復の 10区 とし， 1区面積を53  と し

た．基肥及び追肥は BB468 （N 　l4，　P ，O ， 16，　K ．，018 ％）を，穂肥に は BBNK 　5号 （N 　15，　K ， 15％）

を提供し，出穂前25日と 15日に 各0．3kg／ a 施用 した．移植法は，180　g ／箱播 きの 稚苗を 5 月25日 に 4

条歩行用 田植械で ，畦間30cm，株間 15，5cm （21，5株／   ）， 1株当り 5 〜 6本植えと した，葉色は M 社

の SPAD − 501を使用 し．上位第 2 展開葉を測定 した （穂揃期 に は第 1 葉），地上部稲体窒素及び土壌

中ア ン モ ニ ア 態窒素はケ ル ダール法に よ っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 果 及 び 考 察

　出穂前45日の 追肥に よ っ て 有効茎歩合が向上 し，穂数及び 1穂 もみ数が増加 した．そ の 結果， 1   当

りもみ数が多 くなり増収する傾向がみ られた．基肥全量緩効区は 1穂 もみ 数が少なか っ たが，有効茎歩

合が高く歩数もやや多く登熟歩合が高か っ たた め，比較区と同等の 収量 とな っ た．基肥緩効穂肥施用区

は 1 穂 もみ数は増加 した が，登熟歩合が低下 し比較区に 比 べ 1．7kg／ a の 増収に と ど ま っ た ．

　追肥区及び基肥全量緩効区の 草丈 × 茎数 × 葉色は，比較区に比 べ 穂肥施用時の 低下程度が小さ く，穂

揃期 に は非常に 大きくな っ た ．なお，基肥全量緩効区は出穂前28日以降著 しく低下 した （第 1図），

　追肥 区の 窒素吸収は出穂以降多くな っ たが，比較区は増加程度が小 さか っ た．また，基肥全量緩効区

は ， 比較区とほぼ 同 じ推移をた ど っ た （第 2 図）．穂肥施用時 まで の 土壌中ア ン モ ニ ア態窒素の 推移を

み ると （第 3 図），どの 基肥施用 くも移植後 25日か ら急激 に 低下 し，基肥 NO ，4及 びO，6kg／ a 区 で は

40 〜 60日後 に おい て 土壌 中ア ン モ ニ ア 態窒素 の 検出量 は著 し く少な か っ た ．なお ， 基 肥全量 緩

効区 は移植後 25日以 降他 の 区に 比 べ や や 高い 値で 推移 した ，
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と同様の方法で 検討 した窒素の基肥効率は （第 2表）、基肥 （追肥 も含む）及び穂肥 の 施用 効
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率と も追肥区が比較区に勝 っ た が，基肥全量緩効区の 全施肥効率は追肥区と同程度 に 大きか っ た，一

方，基肥緩効穂肥施用 区で は穂肥の施用効率が 著しく低下 し，収量は追肥区よ り低収で ．基肥緩効区に

比べ ，3．9kg／ a の増収に とどまっ た こ とを考え合わせ るとt 穂肥の 施用量が過剰で あ っ た と思われる．

　以上 の 結果，本県の 地力が やや劣る洪積平坦地に お い て ， 最高分け っ 期前後の 追肥 は，穂数及び 1穂

もみ数 を増加させ増収をもた らす効果的な施肥体系 と思われ るが ， 施肥回数が増加す る．一
方，省力施

肥 として期待の 高い 緩効性肥料に よ る基肥全量施用 は，比較区と同様な窒素吸収推移をみせ ，施肥効率

も追肥区同様に 高か っ たが，収量が低い こ とが問題 とな る． したが っ て ，今後は，緩効性肥料の 種類及

び量等 の 施用法に つ い て の 検討が必要 と思わ れ る，
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